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研究概要

研究・産学地域連携推進機構　研究基盤支援部門に所属し、地域の企業からの依頼分析を行っ
ており、核磁気共鳴装置（NMR）、 質量分析装置（MS）、電子顕微鏡などの分析を担当しています
。また地域企業との共同研究も実施し、分析を担当しています。地域との共同研究も実施し、分析
を担当しています。また学内研究者との共同研究では、農産物の機能性成分などの成分分析を行
っています。

１ 地域企業からの依頼分析
宮崎地域の企業からの依頼分析として、NMRおよびMSスペク
トルによる解析を担当している。MS分析は微量のサンプルにも
対応できる特徴があり、宮崎の食品分析としての活用が期待さ
れている（図１）。

図 1　精密質量分析装置

２ 農産物の成分分析
今までにルテインやカロテノイド類など、農産物に含まれている成分分析を実施している。そのほ
かにも機能性成分の定量分析も行っている。

３ 光触媒と生化学反応を組み合わせたバイオマスの燃料化
再生可能エネルギー確保の観点からバイオマスエネルギーの活用が重要となっている。その中で
、食糧と競合しないリグノセルロースからのバイオバス燃料の生産が注目されているが、エタノー
ル濃度が低いために、蒸留にコストがかかる。そこで、光触媒で水素に転換する研究を行っている
。私は、光触媒の電子顕微鏡解析を担当している。
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メッセージ
研究・産学地域連携推進機構　研究基盤支援部門では、各種分析機器を維持・管理してお
り、学内外への分析技術支援や依頼分析も受け入れております。


